
家庭訪問型巡回接種事業　Ｑ＆Ａ 令和４年３月２４日時点

質問 回答

1 巡回接種とはなんですか

常時寝たきりの高齢者や障害者のうち、集団接種会場や個別接種会場へ行けず、主治

医の往診によるワクチン接種も受けられない方のご自宅に伺って接種を行うことで

す。

2 家庭訪問型巡回接種はどのような方が利用できますか

巡回接種では接種可能な数に限りがあることから、18歳以上の江東区民のうち、次の

項目にすべて当てはまる方を対象とします。

①在宅療養中で常時寝たきり状態により接種会場へ行けない方（要介護４・５、障害

者手帳１級・愛の手帳１度相当）、またはそれと同等の状態にある方

②ご家族やヘルパー等支援者による接種会場への付き添いが困難な方

③主治医の往診による接種が受けられない方かつ主治医から接種の許可を受けている

方

④ご家族等による同伴及び接種後の経過観察（１５～３０分間）が可能な方

⑤新型コロナワクチン２回目接種から６か月が経過している方

3 一日に何人に接種するのですか 一日に最大6名に接種することを想定しています。

4 訪問の日時は選べますか

申請時に、希望の曜日と午前／午後のおおまかな希望時間帯について伺います。それ

をもとに、後日訪問日程を調整させていただきます。

希望の時間に応じられないこともありますのでご了承ください。

5 申し込み方法を教えてほしい

ご家族またはケアマネジャー等支援者より、「新型コロナウイルスワクチン巡回接種

（３回目）利用申請書」を新型コロナウイルスワクチン接種推進室宛て郵送、メール

または窓口持参によりお申込みください。受付後、区で利用要件に合致するかを審査

の上、利用可否を通知します。

6
ご家族が高齢のため、支援者が代理申請することもでき

ますか

担当ケアマネジャーや訪問看護師、ヘルパー等支援者による代理申請も可能です。そ

の場合、ご本人について伺ったり訪問の日程調整にご協力いただくことがありますの

で、連絡が取れるよう所属・氏名・連絡先をお教えください。

7 どういった方が訪問するのですか
巡回接種チームのメンバーは、医師１名、看護師２名、事務スタッフ１名、運転手１

名で構成しています。実際にご家庭に訪問するのは医師、看護師、事務になります。

8 巡回接種の滞在時間はどのくらいですか

予診と接種で15分前後を見込んでいます。

接種後の経過観察はご家族や支援者の方に付添っていただきますのでご協力をお願い

します。



9 家族が同伴しないといけないですか

予診時にご本人の接種意向を確認するため、ご本人の意向を把握している方に同伴い

ただく必要があります。また、接種後の経過観察はご家族等に行っていただくようお

願いしています。

接種後しばらくしてから副反応が出現することも想定されますので、必ずご家族また

はヘルパー等日頃からご本人に関わっている支援者に同伴いただくよう調整をお願い

します。

10 使用するワクチンはどこのものですか ファイザー社のワクチン（コミナティ筋注）を使用します。

11 基礎疾患があっても接種はできますか

基礎疾患をお持ちの方は、あらかじめ主治医に接種の可否についてご相談の上、お申

込みください。また、接種後の体調異変にそなえ、対処方法について主治医と決めて

おいてください。

12
過去に予防接種でアレルギー症状が出現したことがあり

ます。接種はできますか

在宅で接種を受けてよいか、また接種後に体調異変を感じた場合どのように対処すれ

ばよいか、あらかじめ主治医にご相談の上、お申込みください。

巡回接種は、家庭での接種という性質上、対応できる処置に限りがありますため、そ

の旨ご承知おきください。

13 呼吸器疾患で在宅酸素療法中でも接種はできますか
あらかじめ主治医に接種の可否についてご相談いただいた上でお申込みください。ま

た、体調異変時の対処についても主治医によく相談して決めておいてください。

14 ワクチン接種は絶対受けなければならないですか
予防接種法上は努力義務とされていますが、あくまでもご本人の意思に基づくもので

す。ワクチンのメリットとデメリットをふまえ、接種するかを決めてください。

15
予診で接種不可となってしまった場合はどうしたらよい

ですか
その日の体調が優れずに予診で接種不可となった場合は、別日程をご案内します。

16 同伴の家族も接種できますか

同伴のご家族や関係者への接種は原則行っておりません。恐れ入りますが、集団また

は個別接種会場のご予約をとっていただくようお願いします。なお、当日ご本人が接

種不可の判断を受け、余剰ワクチンが発生した場合はその限りではありません。



17
接種後の副反応で体調が優れない場合、どこに相談した

らよいですか

新型コロナワクチンの副反応には接種部位の疼痛、発熱、頭痛、腹痛などさまざまな

症状があり、また程度も個人差があります。一般的には、時間経過とともに消失して

いきますが、まれに副反応が強く（長く）出る方もいらっしゃいますので、その時は

主治医または東京都新型コロナワクチン副反応相談センター（03-6258-5802)へご相

談ください。

18

事情があり１回目・２回目のワクチン接種を受けられま

せんでした。他の要件は満たしているのですが、巡回接

種を利用する事はできないのでしょうか。

個別にご相談を承りますので、江東区新型コロナワクチン接種コールセンター

（0120-115-721）までご連絡ください。

19 巡回接種を受ける前に、用意しておくものはありますか
区から発行した接種券（クーポン）、記入済みの予診票、本人確認書類（健康保険証

など）をお手元にご用意ください。


